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OSS Licenceとは 

• ある一定の条件を守っている場合において、
利用者がソースコードを公開し、誰もが改変
や機能追加、再配布できるように定めた物 

 

• 条件はLicenseの種類毎に異なっている 

– BSD License(緩い) 

– MPL License(少し厳しい) 

– GPL License(厳しい) 
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ライセンス記述とは 

 

 

• ソースコードの冒頭にコメントで記述されてい
るもので、どのようなルール（GPL、BSDなど）

のもとに改変や、再配布などを許可するのか
記述したもの 
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背景 

• ライセンス記述は主にGPL、BSDなどが多いが、

それ以外にも独自のライセンス記述が存在し、
それぞれにおいて異なったルールがある 

 

• このようなライセンス記述は、Ninkaなどでライ
センスの判定を試みようとしても、Unknownと

判定され、細かくライセンスを分類したい場合
の障害となっている 
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研究目的 

 

• マイナーなライセンス記述でも分類できる様
な一つの指標をつくる 

 

• 例 ライセンス記述にNO WARRANTYと記述さ
れている場合は未保証であるなど 
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おこなったこと 

• free-bsd10.30（BSDライセンス）    

–全ライセンス記述1821中、198のUnknownが存在
した。分類されていたものは29種類、完全一致の
文章でわけると96種類確認できた 

• Linux-4.4.6（GPLライセンス） 

–全ライセンス3561中、29のUnknownが存在した。
分類されていたものは8種類、完全一致の文章で
分けると22種類確認できた 
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これからすること 

 

 

• ライセンス記述を読み進め、東さんがなぜそ
のように分類したのか理解し、またより細かく
分類していくために何が必要なのか調査して
いく 
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